
市民のうごき
昭和60年7月31日現在

39，827人(十59)

19，019人 (ート33)

20，808人(十26)

12，588世帯 (十13)

240.93平方キロメートル
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宇
都
宮
龍
山
は
一
八
O
三
年
に
、
新
〈
合
、
善
安
寺

の
そ
ば
に
生
ま
れ
た
。
祖
先
は
五
十
崎
町
の
庄
屋
で

あ
っ
た
が
、
や
が
て
大
洲
の
加
藤
氏
の
臣
と
な
り
、

武
士
と
な
っ
た
家
系
で
あ
る
。
三
歳
の
時
父
と
死
別

し
て
母
の
手
だ
け
で
育
っ
た
が
、
四
歳
の
時
に
は
百

人
一
首
を
覚
え
、
八
歳
で
詩
を
つ
く
り
、
十
三
歳
の

時
に
大
洲
藩
明
倫
堂
の
山
田
東
海
に
学
ん
だ
が
、
博

覧
強
記
、
抜
群
の
成
績
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
八
三
四
年
に
新
谷
藩
山
林
奉
行
と
な
り
、
肱
川
、

矢
落
川
の
洪
水
を
防
止
す
る
た
め
巨
費
を
要
す
る
事

大洲の先覚者⑧
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業
計
画
を
立
て
た
が
、
新
谷
藩
の
財
政
が
苦
し
い
た

め
受
け
入
れ
ら
れ
ず
脱
藩
し
た
。

や
が
て
松
山
、

v
で
し
て
尾
道
に
い
き
、
塾
を
開
い

て
名
声
を
得
た
。
一
八
八
四
年
に
は
三
原
藩
主
浅
野

忠
敬
よ
り
礼
を
つ
く
し
て
迎
え
ら
れ
、
政
治
の
相
談

に
の
る
よ
う
に
な
っ
た
。

V

で
し
て
一
八
六
四
年
に
は
松
浜
築
港
を
提
案
し
、

そ
の
完
成
に
心
血
を
注
い
だ
。
(
松
浜
港
↓
糸
崎
↓

三
原
と
改
め
ら
れ
た
)
明
治
十
九
年
、
八
十
四
歳
で

没
し
た
。
大
正
十
三
年
従
五
位
を
贈
ら
れ
た
。

納期は

9月30日
砂国民健康保険税
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ちも 容
9月15日は敬老の日大洲市長寿番付表

今
年
の
大
洲
市
長
寿
番
付
は
表
の
と
お
り
で
す
。
九
+
歳
以

上
の
人
は
七
月
十
七
日
現
在
で
九
十
人
で
昨
年
に
比
べ
る
と
九

人
減
り
ま
し
た
。

長
生
き
を
さ
れ
た
方
は
、
こ
れ
ま
で
人
生
で
培
っ
て
き
た
様

様
な
経
験
や
知
恵
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

体
の
自
由
の
き
く
範
囲
で
経
験
を
生
か
し
て
も
ら
う
、
技
術
を

伝
え
て
も
ら
う
こ
と
が
お
年
寄
り
を
敬
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、

お
年
寄
り
自
身
に
心
の
張
り
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
お
年
寄
り
が

心
の
張
り
を
持
ち
な
が
ら
、
お
年
寄
り
な
ら
で
は
の
持
ち
昧
や

特
徴
を
家
庭
や
地
域
社
会
に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
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|昭和59年度|

こ
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た

昭和60年 9月 1日

郵
便
局
の
簡
易
保
険
・

国
民
年
金
の
融
資
に
よ
っ
て

お

務事示物詩鼻持袋町品 t

成能の消防施設

お広報

昭
和
五
十
九
年
度
に
、
郵
便
局
の
簡

易
保
険
積
立
金
の
還
元
融
資
、
国
民
年

金
積
立
金
の
還
元
融
資
に
よ
り
大
洲
市

は
こ
の
よ
う
な
事
業
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
融
資
総
額
は
七
億
九
千
百
四
十

万
円
に
も
な
り
、
大
洲
市
が
各
種
の
事

業
を
行
う
上
で
、
大
き
な
財
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

富士山公園整備

事 業 名 起 債借入総額 話虫 資 害責

〈簡易保険〉 久米小学校校舎新増改築 1億2，470万円 l{意1，580万円

菅旧小学校校舎新増築 3，240 2，960 

大社i'I北中ミド校校舎新増築 3、670 3，360 

平野中学校屋内運動場新増築 4，310 3，600 

久米小学校校地取得 8，950 8，950 

品士山公園整備 1，000 ユ， 000
新谷公園整備 320 320 

庁舎駐車場建設 Hき8，000 H音8，000

消防施設整備 320 80 

住宅新築資金等貸付 6，170 6，170 

〈国民年金の融資〉 大洲学園建設 2 {意6，820万円 2億3，120万円

九
月
十
七
日

1
十
九
日

敬
老
年
金
一
を
贈
呈

シ

ツ

}

し

ま

す

大
洲
市
で
は
お
年
寄
り
の
健
康
事
堪

の
た
め
に
「
敬
老
年
金
L

と
「
シ
ー

ツ
し
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

対
象
者
昭
和
六
十
年
九
月
十
五

日
現
在
、
大
洲
市
に
引
き
続
き
三
ヶ

月
以
上
住
所
が
あ
る
人
で

O
敬
老
年
金
は
九
月
十
五
日
現
在
で

満
八
十
歳
以
上
の
人
(
明
治
三
十
八

年
九
月
十
六
日
ま
で
に
出
生
の
人
)

O
シ
i
ツ
は
昭
和
六
十
一
年
三
月
三

十
一
日
現
在
で
満
七
十
歳
以
上
の
人

(
大
正
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
出
生

の
入
)

敬
老
年
金
の
金
額
は
五
千
円
で
大

お
渡
し
す
る
日
時

九
月
十
七
日

1
十
九
日

(
九
時
1
四
時
半
)

お
渡
し
す
る
場
所

肱
南
地
区
i
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

肱
北
地
区
|
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
の
地
区
i
各
連
絡
所
で
お

渡
し
し
ま
す
。

用
意
す
る
も
の

O
敬
老
年
金
一

一
印
鑑
・
通
知
の

O
シ

l

ツ

)

は

が

き

詳
し
く
は
大
洲
市
福
祉
事
務
所

援
護
係
ま
で

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
7
5

3 ー
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|昭和59年度| 昭和59年4月1日~昭和60年3月31日

広報昭和60年9月1日

の財政状況を公表いたむます1

大

洲

市

長

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関

す
る
条
例
、
お
よ
び
地
方
公
営
企
業

法
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
昭

和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
六

十
年
三
月
一
一
干
一
日
ま
で
の
本
市
財

政
状
況
、
お
よ
び
業
務
状
況
を
次
の

と
お
り
公
表
い
た
し
ま
す
。

大
洲
市
の
財
政
状
況
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
み
な
さ
ん
の
税
金
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ょ

く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
c
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項 目 手足 害頁 構成比

市 民 手足 17{;意7，479万円 60.7% 

固定資産税 8{;意1，792万円 28.0% 

たばこ消費税 H意5，860万円 5.4% 

電 λzkz u 干兇 l{意3，386万円 4.6% 

軽自動車税 3，649万円 1.2% 

特別土地保有税 216万円 0.1% 

木材引取税 38万円 0% 
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広報おおず

(市有財産の状況)

昭和60年 3月31日現在

種別 面積等 金 額

宅 地 470，821m' 14億9，307万円

山 ネ本 2，838，793 4，290万円

田 t田 99，836 124万円

雑種地 12，671 464万円

建 マ初 162，403 89億 808万円

立 木 56，087 m' 3億6，347万円

員オ 政 調 整 基 金 6億4，136万円

国民健康保険財政調整基金 5，571万円

土 地 開 発 基 zλ!f H意5，676万円

その他特定目的基金 3，335万円

出 〉長ク主て 金 3，029万円

(事業会計の状逗づ

事業会計名 総 収 益 総費用 当期純利益

昭和60年 9月 1日

市民のために龍われる市の予算は

1人当り 261，658円

l世帯当り 834，278円

仁三般会計歳出)
議会費1.3%

民生費

30.9% 

12.5% 

教育費

12.5% /土木費¥ 12.8% 

12.6% 

万円 万円 万円
老人保健 国保診療所 国民健康保険

工業用水道 614 477 137 

同 荏道 3億1，667 2億9，462 2，205 単位
国民宿舎 8，538 8，534 4 

予算現額 16億 86万円 予算現額 3，049万円 予算現額 19億3，988万円

病 院 10億9，874 10億7，435 2，439 
収入済額 15億7，671万円 収入済額 3，147万円 収入済額 20億1，588万円
支出済額 15億9，981万円 支出済額 2，722万円 支出済額 18億6，273万円
差引ム 2，310万円 差引 425万円 差引 li意5，315万円

基茎可手主主 土地取得造成 交通傷害保険 と 畜 場 簡易水道

邸主 瞳こ 磁議Z 国 13m 
予算現額 1億4，253万円 予算現額 869万円 予算現額 737万円 予算現額 170万円 予算現額 3，349万円

収入済額 1億2，554万円 収入済額 866万円 収入済額 728万円 収入済額 141万円 収入済額 3，829万円

支出済額 l億4，250万円 支出済額 866万円 支出済額 703万円 支出済額 140万円 支出済額 32mJ 
差引 ム 1，696万円 差引 。差引 25万円 差引 l万円 差引 608万円

- 5一



昭和60年9月1日 広報おおず

( 一般会計予算執行状況

(歳入);;;Z12Z目 仁二コ予算額
区三ヨ執行額

105億7，744万円

103億6，925万円

3 f意1，427万円

3億5，541万円

1f.意6，064万円

1i意5，905万円

1 f意5，576万円

1i.意4，749(;'円

9，919Ji円
1億 3217;'円

31.{i:7，964万円

31.怠7，964万円

。。
7億8，947Jf円
7 1，ff，8， 700 jJflJ 

面3E虫
主白煙司
Wi~ ~X Î竺出
BMJlUlヨE一宮

亘F司巴ヲE ;;z宮宮配日目iE主主引叩:f日叩出:if沼:2詑:2;3灯叩l1 ! 
E「正日豆ユ子三7日:三己よよ子主-二二"三Cン三ι三"三"よ三"二:三:

E云亜a!%:sUl'目ヲ里片竺土己己ιb日℃川三芯一三三♂市:三市i濡布討l 

1f.意4，166万円

1億2，678万円

1 1:意3，701万円

1億3，274万円

6，939万円

6，643万円

1f.意8，578万円

I億8，2837;'円

市

j
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つ
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34 32 30 28 26 24 22 20 18 16 14 12 10 8 6 4 2 0 

13億3，640万円

121.意9，686Jf円

13億4，080万円

13億2，785万円

10億1，784万円

1C日意1，181万円

13億3，357万円

13億 584万円

131.意3，039万円

o 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 

そのf也 3f意9，869万flJ3，8% 

公償費の状況

(1) 長期債

区分 借入先
i昔入

現在高 I 世 帯額 1 人
件 数 当たりの 当たりの吉司

大蔵省
Jil'l 

470，098 147，439 ド1135 58億4，285

郵政省 48 16(.意9、177 136，115 42，690 

正五〉、 その他 64 19(，意5，398 157，211 49，307 

計 小計 247 94(，@8，860 763，424 239，436 

特 大蔵省 7 l億 745 8，645 2，711 

日リ
郵政省 26 41.意9，658 39，954 12，531 1五〉、

小計 33 6億 403 48，599 15，242 

品口、 計 280 l∞億9，263 812，023 254，678 

歳出総額

103億6，925万円

12億9，646万円

12，5% 
人件費

(2) 一時借入金

E 区 分|借入先

|政府奈金
財政調整資金トー一一一

I そ σ 他

201'芭1，245万円

金額
19，4% 

6 

普通建設事業費

42億7，404万円

41，2% 

般
会
計
性
質
別
予
算
執
行
状
況



昭和60年 9月 1日

国
民
健
康
保
険
の

税
率
を
改
正

昭
和
五
十
九
年
度
に
大
洲
市
の
国
保

の
総
医
療
費
は
二
十
七
億
五
千
六
百
二

十
八
万
円
で
、
被
保
険
者
一
人
当
り
に
す

る
と
約
十
四
万
円
と
な
り
前
年
よ
り
十
四

パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
で
す
。
こ
れ
に
対

し
国
保
が
負
担
す
る
医
療
費
な
ど
は
、

十
一
億
九
千
五
百
四
十
三
万
円
で
被
保

険
者
一
人
当
り
約
七
万
円
に
も
な
り
、

国
保
事
業
の
運
営
が
困
難
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
保
険
税
率
を
次

の
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。

保
険
税
率
の
新
旧
対
比

己主

高
[5{ 

ノ刀、、

7.12 似 640 w m 

得先の員z 干戸t廷斤車
一寸百ず ← τ百百一

42.33 似" 40.00 % 税書の 定童問
100 100 

人当り-i被険者呆
万

品百円

百ノ円L 万千二 占百五 干万二 当 世
骨子

η 

…
水
道
課
か
ら
お
知
ら
せ
嶋

ず

み
な
さ
ん
の
{
家
庭
に
あ
る
水
道
メ
ー

タ
ー
は
正
確
に
動
い
て
い
ま
す
か
。
メ

ー
タ
ー
も
維
持
管
理
が
で
き
て
い
な
い

と
、
漏
水
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
な
か
っ

た
り
、
料
金
を
間
違
え
る
も
と
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
次
の
よ
う

な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

おお広報

国

保

加

入

者

は

、

せ

す

所

得

申

告

し

ま

す

。

を

法

を

守

り

、

人

権

を

尊

重

し

、

社

会

面

保

の

加

入

者

は

、

毎

年

同

月

の

秩

序

を

守

る

こ

と

が

社

会

を

平

和

に

十

五

日

ま

で

に

必

ず

所

得

中

告

を

十

月

一

日

は

「

法

の

日

」

で

す

。

こ

し

、

お

互

い

の

家

庭

生

活

を

豊

か

な

も

し

て

い

た

だ

く

こ

と

に

な

っ

て

い

の

「

法

の

日

L

は
国
を
挙
げ
て
法
を
尊
の
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま

す

。

(

新

し

く

資

格

が

出

来

た

利

重

し

、

基

本

的

人

権

を

擁

護

し

、

社

会

私

達

、

一

人

ひ

と

り

が

法

に

親

し

み

、

人

は

、

そ

の

日

か

ら

十

五

日

以

内

吋

秩

序

の

確

立

の

精

神

を

高

め

る

た

め

の

法

を

尊

重

し

、

わ

互

い

の

権

利

を

守

り

、

所

得

の

中

止

口

が

な

け

れ

ば

軽

減

吋

日

と

し

て

制

定

さ

れ

ま

し

た

。

明

る

い

社

会

を

築

く

よ

う

心

が

け

た

い

(
税
の
わ
り
び
き
)
が
出
来
な
く

ω

私
達
の
社
会
に
お
い
て
、
個
人
の
自
も
の
で
す
。

な

っ

た

り

、

固

か

ら

の

補

助

金

が

…

由

が

保

障

さ

れ

る

と

い

う

こ

と

は

、

非

皆

さ

ん

の

な

か

で

人

権

を

侵

さ

れ

た

少

な

く

な

っ

て

ー

の

た

め

税

金

が

吋

常

に

大

切

な

こ

と

で

す

o

り
、
裁
判
費
用
の
事
で
お
困
り
の
方
は
、

古
同
く
な
り
ま
す

ζ

嚇
し
か
し
、
自
由
と
は
自
分
だ
け
の
た
わ
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
、
法
務
局

医

療

費

は

毎

年

ふ

え

て

い

る

…

め

に

あ

る

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

自

分

ま

た

は

そ

の

支

局

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

医

療

費

が

多

く

な

る

ほ

ど

保

険

…

の

自

由

を

認

め

さ

せ

る

と

同

時

に

、

相

相

談

は

無

料

で

す

。

な

お

当

市

の

人

税

が

高

く

な

る

わ

け

で

、

次

の

表

向

子

の

自

由

も

認

め

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

権

擁

護

委

員

は

次

の

方

々

で

す

。

は

、

こ

の

関

係

を

示

し

た

も

の

で

一

ん

。

そ

し

て

お

互

い

の

自

由

の

共

存

を

兵

頭

義

高

中

村

告

白

)
2
0
5
6

す
が
、
昭
和
五
十
一
走
J

か

ら

六

年

…

図

る

た

め

に

「

法

」

が

必

要

と

な

っ

て

兵

頭

典

次

八

多

喜

告

⑮

0
4
9
3

聞

で

国

保

の

支

払

い

は

約

-

・

五

一

く

る

の

で

す

。

大

川

教

子

平

野

宮

⑫

6
7
3
9

倍

に

な

っ

で

い

ま

す

。

吋

法

は

個

人

の

自

由

主

寸

っ

て

く

れ

ま

矢

野

嘉

彦

新

谷

宮

⑫

0
4
7
4

こ

れ

は

医

療

技

術

、

新

薬

の

問

問

す

。

ま

た

、

法

は

あ

ら

ゆ

る

暴

力

を

否

定

伊

達

鹿

芳

菅

田

宮

@
5
1
3
7

発

や

各

種

の

公

費

負

担

制

度

が

出

蜘

1
1
1
(
(
(
(
i
l
i
l
i
-
-
(
(
(
(
(
l
i
l
-
-
(
i
l
-
-
i
(
(
{
{
(

来

た

こ

と

に

よ

っ

て

資

用

の

か

さ

一

大

洲

市

勤

労

者

住

宅

一

、

入

山

元

治

療

な

ど

が

受

け

や

す

棉

一

国

鉄

内

山

線

に

つ

い

て

な
り
、
受
診
同
教
が
増
え
た
こ

u

…

融

資

制

度

が

一

部

改

正

に

一

お

知

ら

せ

し

ま

す

な
ど
の
理
由
が
あ
る
わ
け
で
す
o

一
新
制
度
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
通
り
で
一

叫

す

。

一

国

鉄

内

山

線

の

建

設

に

つ

い

て

は

、

V
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

u

向
。
対
象
市
内
に
居
住
ま
た
は
居
住
し
一
路
盤
な
ど
の
工
事
も
一
部
を
除
き
、
ほ

置

か

な

い

よ

う

に

す

る

。

望

疋

業

者

に

連

絡

す

る

こ

と
o

付
ょ
う
と
す
る
勤
労
者
で
、
同
居
家
族
が
一
と
ん
ど
完
成
し
、
営
業
も
来
春
に
予
定

V
ボ
ッ
ク
ス
の
中
を
と
き
ど
き
掃
除
し

V
メ
ー
タ
ー
器
の
近
く
で
犬
を
飼
わ
ニ
号
、
市
民
税
の
{
一
元
警
で
あ
る
こ
と
。
一
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぃ
。
犬
の
ふ
ん
が
ボ
ッ
ク
ス
内
に
入
つ
吋
原
則
と
し
て
百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
一
九
月
什
四
日
か
ら
は
向
井
原

1
内
子

て
検
針
が
出
来
に
く
く
な
り
ま
す
o

間
下
の
住
宅
で
前
年
度
所
得
が
六
百
万
円
一
間
の
電
殺
に
高
電
圧
の
電
流
が
通
り
、

榊

高

。

~

ま

た

線

路

上

に

モ

ー

タ

ー

ヵ

ー

な

ど

が

六
月
1
十
二
月
ま
で
、
有
効
期
間
(
八
附
ォ
、

r

一

間

O
融
資
の
条
件
一
人
一
口
三
百
万
円
一
通
り
ま
す
の
で
線
路
内
に
は
入
ら
な
い

年

)

を

過

ぎ

た

量

水

器

の

取

り

替

え

を

畑

一

4

ま
で
(
年
利
は
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
)
一
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

れ
れ
日
ま
す
の
で
御
協
力
を
お
願
い
し
詳
し
く
は
労
働
金
庫
窓
口
へ
一
日
本
鉄
道
建
設
公
団
大
阪
支
社

官
(
噂

4
1
9
2

一

て
お
く
o

v増
築
を
し
た
り
、
と
り
こ
わ
し
を
す

る
時
に
配
管
ボ
ッ
ク
ス
を
動
か
す
時
な

ど
は
指
定
業
者
に
連
絡
す
る
。

V
水
道
を
使
用
し
て
い
な
い
時
、
メ
ー

タ
ー
器
の
中
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
(
量
印
) 被保険者一人当たりの年間平均給付額と保険税

5臼5 年度吊お古1肯司7打1
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「
法
の
日
L

週
間

十
月
一
日

5
七
日

14 

刀
法
ま
も
る
心
が
築
く
よ
い
社
会
H

- 7 



ずおお

遇
措
受
適
法
の
一
部
が
改
革
に

広報

車
両
台
数
わ
よ
び
運
転
免
許
人
口
の

増
加
に
伴
い
、
交
通
事
故
も
こ
こ
数
年

増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
規
定
の
強

化
を
は
じ
め
と
す
る
「
道
路
交
通
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
し
が
こ
の
た
び

国
会
で
成
立
し
、
昭
和
六
十
年
七
月
五

日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

昭
和
六
十
年
九
月
一
日
施
行

す
べ
て
の
道
路
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は

シ
!
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
付
け
ら

れ
、
ま
た
、
助
手
席
に
す
わ
る
人
に
も

も
う
す
ぐ
で
す

十
月

昭和60年 9月 1日

十
月
一
日
、
全
国
い
っ
せ
い
に
国
勢

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
九
月
下
旬
か
ら

十
月
上
旬
に
か
け
て
皆
さ
ん
の
お
宅
に

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
国
勢
調
査

は
、
国
は
も
ち
ろ
ん
都
道
府
県
・
市
区

町
村
の
こ
れ
か
ら
の
行
政
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
、
す
べ
て
の
国
民
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
使
用
す
る
調

査
票
は
合
計
五
千
万
枚
と
い
う
ぼ
う
大

な
数
に
な
り
、
積
み
上
げ
る
と
富
士
山

の
約
二
倍
の
高
さ
に
な
る
ほ
ど
で
す
。

集
計
は
「
光
学
式
マ

i
ク
読
取
装
量
L

と
い
う
機
械
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
て
か
ら
で

な
い
と
、
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
同
時
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
後
部

座
席
に
す
わ
る
人
に
対
し
て
も
シ
i
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(
違
反
し
た
場
合
の
措
置
)

ド
ラ
イ
バ
ー
本
人
が
高
速
道
路
で
着

用
し
て
い
な
い
場
合
に
行
政
処
分
点
数

一
点
(
一
般
道
路
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
)

空
ぶ
か
し
等
の
行
為
が

禁
止
さ
れ
ま
す

昭
和
六
十
年
九
月
一
日
施
行

ド
ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
i
は
正
当
な

理
由
が
な
く
、
著
し
く
人
に
迷
惑
に
な

白
は
国
勢
調
査

こ
の
た
め
調
査
票
の
取
り
扱
い
や
記
入

に
つ
い
て
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ

付
調
査
票
の
取
り
扱
い

O
汚
し
た
り
、
折
っ
た
り
、
丸
め
た
り
、

る

騒

音

を

生

じ

さ

せ

る

方

法

で

急

発

進

、

一

ー

ミ

ar

急

加

速

、

空

ぶ

か

し

を

し

て

は

な

ら

な

一

市

・

・

お

年

寄

り

の

み

な

さ

ん

・

・

4

い
↓
七
れ
れ
わ
れ

mi)

一
「
悪
徳
商
法
に
気
を
つ
け
て
ふ

行

政

処

分

点

数

一

点

一

コ

ツ

コ

ツ

と

貯

め

た

お

年

寄

り

の

大

③

現

物

を

渡

さ

な

い

言

い

分

「

金

一
一

3

一

3

一

1

一
一
切
な
お
金
を
、
サ
ギ
に
ひ
と
し
い
手
口
は
お
買
い
に
な
っ
て
も
、
火
災
や
盗
難

1

一
日
一
哩
け
一
年
目
一
年
日
二
で
、
そ
っ
く
り
む
し
り
取
っ
て
し
ま
お
の
心
配
が
あ
る
か
ら
当
社
で
保
管
し
ま

竺
断
一
相
同
一
肌
川
石
川
二
う
と
い
う
実
に
悪
質
な
商
法
が
、
近
ご
す
。
し
か
も
一
年
間
預
け
る
と
、
代
金

竺

|

日

ー

一

昭

一

昭

二

ろ

目

立

っ

て

多

く

な

っ

て

い

ま

す

。

の

一

号

室

と

し

て

、

前

渡

し

し

ま

竺

「

九

一

引

当

J
J
一
豊
田
商
事
の
金
商
法
で
全
国
に
た
く
す
」
な
ど
と
、
現
物
を
受
け
取
ら
な
い

の

一

一

禁

一

る

講

一

メ

一

一

も
一
一
引
一
小
伝
一
丸
一
日
さ
ん
の
被
害
者
が
出
て
「
な
ん
て
、
ひ
方
が
得
だ
と
思
わ
せ
ま
す
。

は
一
容
一
耕
一
順
一
四

M
一
か
一
一
ど
い
こ
と
を
す
る
ノ
」
と
大
き
な
社
会
④
預
り
証
を
押
し
つ
け
て
最
後
に

の
一
一
可
一
明
九
七
一
語
ヱ
一
一
一
問
題
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
法
の
網
を
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、
預
り
証
を
渡
す
だ

長
一
内
一
着
の
止
一
差
一
・
一
ダ
一
四

l

制一

E

一
の
~
涼
一
茂
一
宣
明
一
川
一
一
く
ぐ
り
、
お
年
寄
り
を
食
い
も
の
に
し
け
。
期
限
が
き
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が

同
一
一
一
討
中
一
本
王
朝
一
一
ょ
う
と
す
る
業
者
は
何
も
豊
田
商
事
ば
金
日
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
ら

道
一
改

1
卜
一
丈
一
M

i

m

肝
一
川
時
一
一
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

lzz強
引
に
続
け
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

一
一
(
恥

U
一
一
二
日
生
一
一
一
言
一
一
こ
れ
か
ら
も
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
か
り
に
解
約
に
応
じ
た
場
合
に
も
、
高

改
一
一
シ
初
空
一
と
折
初
一
、
ト
一
聞

一
一

p
h
L
F
一
炉
一
一
ト
ト
一

b

一
一
り
、
手
を
変
え
口
問
を
変
え
、
話
相
手
が
い
違
約
金
な
ど
を
請
求
さ
れ
た
り
し
ま

ー
ー
ー
一
い
な
い
お
年
寄
り
を
ね
ら
っ
て
く
る
で
す
。

1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
l
i
-
-
!
i一
し
よ
う
。
昔
も

A
E
Pう
ま
す
ぎ
る
話
d

こ
の
よ
う
な
現
物
ま
が
い
商
法
の
ほ

破
い
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
一
は
危
険
で
す
。
だ
ま
さ
れ
て
か
ら
で
は
か
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
に
は
充
分
気

口

記

入

の

方

法

一

も

う

お

そ

い

で

す

。

を

つ

け

ま

し

ょ

う

。

O
か
な
ら
ず
黒
鉛
筆
で
記
入
し
て
く
だ
一
ご
本
人
は
も
と
よ
り
、
周
り
の
人
た

O

会
員
権
商
法

さ

い

。

一

ち

も

十

分

気

を

つ

け

て

、

被

害

を

防

ぐ

O

商
品
先
物
取
引

O
答
え
を
マ

l
ク
で
記
入
す
る
個
所
は
、
一
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
o

O

証
券
投
資
一
顧
問

わ

く

内

に

太

く

、

濃

く

、

は

っ

き

り

と

一

そ

の

他

く

わ

し

く

は

次

の

と

こ

ろ

に

ご

横

線

を

記

入

し

て

く

だ

さ

い

。

一

現

物

ま

が

い

商

法

の

手

口

相

談

く

だ

さ

い

o

O
文
字
や
数
字
で
答
え
る
と
こ
ろ
は
、
一
①
親
切
顔
し
て
近
づ
く
予
み
や
げ
を
・
大
洲
市
役
所
商
工
観
光
課

わ
く
内
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
記
一
持
つ
で
き
た
り
世
間
話
を
し
た
り
し
て
告
白
)
2
1
1
1
内
線
3
2
6

入
し
て
く
だ
さ
い
。
一
「
こ
の
人
、
本
当
に
身
内
の
よ
う
し
と
・
県
生
活
セ
ン
タ
ー

O
誤

っ

て

記

入

し

た

と

き

は

、

消

し

ゴ

一

思

わ

せ

ま

す

。

宮

0
8
9
9
⑬
0
9
9
9

ム

で

き

れ

い

に

消

し

て

く

だ

さ

い

。

一

②

巧

み

な

話

術

で

長

話

い

ま

買

え

ば

。

⑪

2
6
0
3

詳
し
く
は
大
洲
市
役
所
企
画
情
報
統
一
ぜ
っ
た
い
も
7
か
る
と
誘
い
、
と
に
か
・
八
幡
浜
地
方
局
く
ら
し
の
窓
口

計
斑
ま
で
わ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
く
巧
妙
に
、
と
き
に
は
お
ど
し
ゃ
嘘
を
・
県
民
生
活
課

宮
(
ω
2
1
1
1
内
線
3
4
4

一
ま
じ
え
て
し
ゃ
べ
り
ま
く
り
ま
す
。

0
8
9
4
⑫
3
7
0
0

。。
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生寵事習

時代
充実した

人生を送るために

今
日
の
よ
う
に
、
社
会
や
経
済
、
科

学
が
急
速
に
進
展
す
る
時
代
で
は
、
学

校
教
育
で
得
た
知
識
が
す
ぐ
に
古
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
り
、
学
校
で
習
わ
な
か

っ
た
技
術
が
新
し
く
開
発
さ
れ
た
り
し

ま
す
。こ

の
よ
う
な
時
代
に
な
る
と
、
学
校

教
育
の
あ
り
方
は
、
以
前
と
は
だ
い
ぶ

違
っ
た
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
特
に

小
学
校
か
ら
高
等
学
校
に
か
け
て
の
学

校
教
育
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
一

定
の
知
識
や
技
術
を
学
ん
で
い
る
だ
け

で
は
、
す
ま
な
く
な
り
ま
し
た
。
む
し

ろ
、
学
校
を
出
て
か
ら
も
学
び
続
け
る

意
欲
を
育
て
、
物
事
を
自
ら
進
ん
で
考

え
る
態
度
を
養
う
こ
と
が
、
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

ず

学
習
へ
の
意
欲
は

知
的
好
奇
心
か
ら

わ
た
し
た
ち
は
学
校
で
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
学
び
ま
す
。
そ
の
中
で
も
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
習
を
続
け
る
た
め
に
必

要
な
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
と
い
わ

おお広報

5 

れ
て
い
ま
す

0

0
学
習
へ
の
意
欲
を
も
つ
こ
と

O
学
習
の
仕
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と

で
は
、
学
習
へ
の
意
欲
は
何
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
各
人
の
知
的
好
奇
心
か
ら

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
は
、
た
え
ず
何
か
を
見
た
り
、
聞

い
た
り
、
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
目
新
し
い
こ
と
に
接
し
て
驚

い
た
り
、
今
ま
で
の
自
分
の
理
解
と
食

自己教育力を

伸ばす

い
違
っ
た
こ
と
に
出
合
っ
て
疑
問
を
も

っ
た
り
し
ま
す
。
こ
う
し
た
刺
激
に
よ

っ
て
好
奇
心
が
目
を
覚
ま
す
こ
と
か
ら
、

人
々
の
知
的
な
探
索
が
始
ま
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
子
供
に
学
習
意
欲
を
も

た
す
に
は
、
知
的
好
奇
心
を
か
き
た
て

る
よ
う
な
工
夫
、
環
境
づ
く
り
を
学
校

教
育
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
し
ょ
う
。

自
分
で
考
え
判
断
す
る

次
に
、
学
習
の
仕
方
に
つ
い
て
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

学
校
教
育
で
は
、
基
礎
的
な
知
識
や

技
術
を
学
習
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
単
に

暗
記
す
る
だ
け
で
は
、
本
当
の
学
習
の

仕
方
は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち

が
や
が
て
学
校
を
出
で
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
学
習
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
人
は
だ
れ
で
も
欲
望
を
も
っ
て
い
ま

思
考
、
判
断
す
る
機
会
を
豊
富
に
授
業
。
そ
の
欲
望
が
す
べ
て
か
な
え
ら
れ

に
と
り
入
れ
る
、
問
題
解
決
的
な
学
習
れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
的

を
行
う
、
と
い
っ
た
配
慮
が
大
切
に
な
な
制
約
を
受
け
た
り
し
て
欲
望
が
か
な

っ

て

き

ま

す

。

え

ら

れ

な

い

場

合

が

多

く

、

そ

れ

が

欲

お
う
盛
な
知
的
好
奇
心
が
パ
ネ
と
な
求
不
満
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

っ
て
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
事
柄
を
白
同
こ
の
欲
求
不
満
を
解
消
す
る
た
め
に
、

分
の
や
り
方
で
学
習
し
て
い
く
|
|
こ
問
だ
れ
し
も
そ
の
は
け
口
を
他
に
求
め
が

う
な
れ
ば
、
学
習
す
る
こ
と
が
楽
し
く
相
ち
に
な
り
ま
す
。

な
り
、
知
識
も
ま
す
ま
す
豊
か
に
な
り
、
内
例
え
ば
自
分
の
働
い
て
い
る
職
場
や

技
術
も
い
っ
そ
う
確
か
な
も
の
に
な
る
向
仕
事
に
不
満
が
あ
る
と
、
そ
の
は
け
口

で

し

ょ

う

。

加

や

逃

げ

場

を

趣

味

、

娯

楽

に

熱

中

す

る

向

学
習
意
欲
を
も
ち
、
主
体
的
に
自
己
肯
と
カ
、
家
庭
生
活
だ
け
に
生
き
が
い
を

を
高
め
て
い
く
能
力
を
内
自
己
教
育
力
u

吋
求
め
る
と
か
で
解
消
し
よ
う
と
し
ま
す
。

と
言
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
叩
と
こ
ろ
が
、
自
分
を
省
み
る
こ
と
を

の
役
割
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
子
供
た
町
し
な
い
で
、
こ
の
欲
求
不
満
の
は
け
口

ち
の
自
己
教
育
力
を
伸
ば
し
て
や
る
こ
討
を
他
と
比
較
し
て
人
を
見
下
し
た
り
、

と
だ
と
一
言
え
ま
し
ょ
う
。
傷
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
出
そ
う
と

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
の

は
上
司
の
せ
い
だ
と
だ
け
考
え
た
り
、

自
分
の
仕
事
は
今
は
あ
の
人
に
劣
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
が
あ
の
人
だ
っ
て

昔
は
た
い
し
た
事
は
な
か
っ
た
な
ど
、

自
分
の
欲
求
不
満
の
は
け
口
を
他
人
の

欠
点
を
み
つ
け
る
こ
と
に
求
め
よ
う
と

す
る
こ
と
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
他
人
を
見
下
し
た
り
傷
つ
け
た

り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
立
場

No.84 

個
人
の
意
識
の
中
で

人
"
つ
く
り
と
同
和
問
題

⑥ 

を
保
と
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
注
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
次
の

よ
う
な
こ
と
を
お
互
い
に
し
て
は
い
な

い
か
反
省
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

-
自
分
の
子
供
に
「
あ
ん
な
子
に
負
け

た
ら
い
か
ん
」
と
い
っ
た
自
分
勝
手
な

比
較
で
励
ま
し
て
い
な
い
か
。

-
自
分
の
「
家
柄
が
良
い
」
と
考
え
て

い
る
た
め
に
他
人
を
軽
ベ
つ
し
た
よ
う

な
見
方
を
し
て
い
な
い
か
。

-
自
分
が
い
い
所
に
住
ん
で
い
る
た
め

に
、
住
ん
で
い
る
土
地
柄
を
通
じ
て
他

人
に
優
越
感
を
も
っ
て
い
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
自
分
の
生
活
の
不
満
を

他
人
を
見
下
し
た
り
、
傷
つ
け
た
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
し
よ
う
と
す
る

こ
と
は
、
個
人
の
考
え
方
が
し
っ
か
り

し
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
「
個
の
確
立
し

が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
多
い
も
の

で
す
。
こ
う
い
う
あ
や
ふ
や
な
姿
勢
が

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
を
お

か
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

ヨー

つ
づ
く



を
3

h

¥博
物
館
で
は
八
月
七
日
よ
り
、
中
川

移

八
郎
・
中
野
和
高
・
木
村
八
郎
三
画
伯

雄

の

遺

作

展

を

開

催

し

ま

す

o

当
地
に
ゆ

年

か

り

の

あ

る

三

画

伯

の

作

品

を

御

鑑

賞

古

下

さ

い

。

対

0
中
川
八
郎
は
五
十
崎
町
宿
聞
の
出
身

が

で

明

治

、

大

正

期

の

日

本

洋

画

界

の

大

先

の

遠

で

あ

り

、

明

治

リ

ア

リ

ズ

ム

の

道

を

怖

歩

ん

だ

風

景

画

家

と

し

て

有

名

で

す

。

い

お

文

展

・

帝

展

審

査

員

。

大
正
十
一
年
没
、
四
十
六
歳
。

人
。

O
中
野
和
高
は
大
洲
若
宮
生
ま
れ
で
東

λ
v
a
o
A
v
;

。gA
V
o
o
A
v
o
o
A
v
a
s
A
Y
Z
A
V
Z
A
v
a
λ
言。
A
O
V
S
A
v
e
A
v
e
x
v
j
A
V
6
0
A
V
;
6
v
L
A
v
n
E
i
A
V
6
0
A
Y
C
A
V
A
E

。墨a
i
A
V
o
o
A
v
a
g
A
v
o
o
A
V
O
L
A
Y
λ
苫
u
A
V
S
0
3
A
V
3
i
A
Z
A
Z
マA
v
o
e
A
Y
C
A
V
2
a
v
g
A
V

拍子。
S
A
V
Z
A
Y
λ
y
q
A
V
Z
A
Y
E
-
A
V
o
e
A
y
e
A
Y
E
-
A
V
e
x
y
o
A
v
a
x
v
e
x
y
o
A
V
6
0
A
Y
O
A
V
S
A
Y
O
A
Y
O
A
V
O
F
A
y
o

。2A
V
S
A
Y
2
i
A
v
a
z
y
a
i
A
V
6
9
A
V
O

か
っ
た
で
す
o

v
沖
縄
に
い
て
、
雪
に
あ
こ
が
れ
が
あ

っ
た
の
で
、
雪
が
降
る
と
子
供
の
よ
う

に
喜
ん
で
い
ま
す
。

V
と
に
か
く
暑
さ
は
沖
縄
の
方
が
ず
っ

と
上
で
、
こ
ち
ら
で
は
ク
ー
ラ
ー
な
ん

か
い
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

V
子
供
は
長
男
の
洋
祐
(
四
歳
)
一
人

で
す
が
明
る
く
健
康
に
育
っ
て
く
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。

ずおお広報

勇気を出して検診に

81人

70 

60 

50 

直)

心身障害者雇用促進月間

58 

九
月
は
ガ

ン
征
圧
月
間

で
す
。
大
洲

市
で
は
、
各

地
で
ガ
ン
検

診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

早
期
発
見
の

た
め
に
、
あ

な
た
も
、
今

年
は
ぜ
ひ
検

診
を
受
け
ま

し
ょ
弓
ノ
。

40 

37 56 53 52 

昭和60年 9月 1日

V
山
に
同
ま
れ
て
、
肱
川
が
き
れ
い
と

い
う
の
が
大
洲
の
第
一
印
象
で
し
た
。

V
生
ま
れ
は
沖
縄
県
那
覇
市
首
里
で
す
。

琉
球
王
朝
時
代
に
栄
え
た
城
下
町
で
石

畳
が
残
っ
て
い
る
き
れ
い
な
と
こ
ろ
で

す。
V
主
人
(
浩
さ
ん
)
と
は
、
私
が
、
本

に
文
通
希
望
を
し
て
い
た
の
が
き
っ
か

け
で
知
り
あ
い
ま
し
た
。

V
大
洲
に
来
る
前
は
新
居
浜
に
い
た
の

で
す
が
、
大
洲
の
人
は
暖
か
く
て
な
じ

み
や
す
い
で
す
。

V
大
洲
の
朝
霧
に
は
驚
き
ま
し
た
。
ま

た
、
初
め
て
見
た
F
7
か
い
は
素
晴
ら
し

中
川
八
郎

中
野
和
問
三
画
伯
遺
作
展
始
ま
る

木
村
八
良

尾道の風景

大洲市立博物館
(第 1展示室)
8月ワ日~10月 26 日

砂中日l八郎

場所

京
美
術
学
校
卒
。
奔
放
な
タ
ッ
チ
、
鮮

や
か
な
色
彩
で
ロ
マ
ン
の
世
界
を
現
出

し
た
作
品
が
多
い
。
文
展
、
日
展
審
査

員
。
昭
和
四
十
年
没
、
六
十
九
歳
。

O
木
村
八
郎
は
八
幡
浜
市
の
出
身
で
旧

制
大
洲
中
学
卒
。
帝
展
、
光
風
会
等
で

活
躍
。
絵
は
徹
底
し
た
写
実
に
立
ち
、

独
特
の
点
描
を
加
味
し
た
マ
チ
エ
ル
で

上
品
な
光
を
描
出
し
て
い
ま
す
。
愛
媛
県

美
術
会
の
初
代
理
事
長
。
昭
和
五
十
四

年
没
、
七
十
六
歳
。

〉ろ v
lデタ卜
る 7う、

h 家ら
庭帰
につ
して
たき
いて
でゆ
すつ
ねく
。り

く

ーコ 期間

10 

J警襲

新
刊
図
書
案
内

西
海
巡
見
志
・
予
陽
塵
芥
集

伊
予
史
談
会
編

日
本
の
古
代
遺
跡
辺
愛
媛

正
岡
睦
夫
・
十
亀
幸
雄
著

パ
ソ
コ
ン
一

D
B語
事
典
河
合
正
栄
著

選
定
図
書
総
目
録
日
本
図
書
館
協
会

キ
ャ
ン
プ
・
合
宿
・
ハ
イ
キ
ン
グ

小
林
泰
彦
著

デ
ン
マ
ー
ク
日
記
高
橋
展
子
著

幻
世
紀
は
驚
告
す
る
6
吉
田
直
哉
著

子

供

ス

タ

ジ

オ

・

ア

ヌ

i
編

栄
養
と
料
理
文
庫
臼
冊女

子
栄
養
大
学

子
守
つ
く
り
年
鑑
附
日
本
ヴ
ォ

i
グ
社

あ
な
た
も
家
事
上
手
に
山
・
間

婦
人
之
友
社

日
本
よ
農
業
国
家
た
れ
叶
芳
和
著

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
食
糧
生
産

川
井
一
之
編
著

鉄
道
歳
時
記
1
・
2
・
5

小
学
館

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
全
集
即
ほ
る
ぷ

夢
二
美
術
館
1
・
2

学
習
研
究
社

ダ
イ
ワ
海
川
つ
り
全
集
白
石
勝
彦
編

魚

拓

の

作

り

方

更

口

秋

江

著

将

棋

名

人

戦

毎

日

新

聞

社

ク
ロ
ッ
ケ
l
の
す
す
め
池
田
勝
著

新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
幻
・
お

主
目
の
同
帰
上
・
下
平
岩
弓
枝
著

豊

臣

秀

長

下

堺

屋

太

一

著

み
お
っ
く
し
上
ジ
ェ
!
ム
ス
・
三
木
著

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
日
中
村
敦
夫
著

ラ
ブ
ラ
パ

E
・
レ
ナ
i
ド
著
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スポーツ少年団 卓球大会
7月13日に、旧北中屋内運動場でスポー

ツ少年団の卓球大会がありました。当日集

まった約50人がのびのびと楽しそうにプレ

ーしていました。
4・メを
ズ旬、rr

コスモスを植えました
城山下のうかい舟者き場に、7

月17日、大洲小学校の生徒、大

沙['1ユネスコ協会の人達によりコ

スモスが植えられました。平く

花の咲くのが見たいものですね。

肱川で‘水生生物調査
7月21日、緑地公園のドの河原で、本生生

物の調査が行われました。これは建設省大

川工事事務所の主催で、/Jcの中にいる生物

によって水がきれいかどうかを判定するも

ので、当 Hにはが，)100人の子供達が熱心に

調査しました。

きれいなまちに
みんなで郷土美化運動
7月21日に郷土美化運動があ

り、各地区においていっせいに

清掃が行われました。暑い中み

なさん本当にご苦労さまでした。

11 

大
洲
市
役
所
職
員
を
募
集

大
洲
市
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

。
事
務
職
員
男
性
約
四
名

O

技

術

職

員

ク

約

二

名

O
助

産

婦

女

性

約

二

名

O
看

護

婦

ク

約

三

名

O
幼

稚

園

教

諭

女

性

一

名

受
付
期
間
九
月
三
日

i
十

A

一日

郵
送
の
場
合
は
九
月
十
二
日
の
消
印

有
効
で
す
。

そ
の
他

受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
地
区
凹
覧
の
「
大
洲
市
職
員
採

用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

市
長
公
室
に
わ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
2
1

ワ
ム
円
L
q
u

7月末までの

主環壇華九大洲市内の交通事故 月

7月末 昨年
，;t 

現干竺 !日l 其月
犯防 年少

f牛数 121 82 
TdSL Lしの

負傷者 161 103 よすま家出

死者 。 。り i防t 



ず

相談ごと案内
いずれも無料ですので、お気

車歪にご利用ください。

砂交通事故相談

と き 9月 9日 10日キ~15日寺

9月20日ク

ところ 市役所別館 2階会議室

惨人権相談

と き 9月20日 13日寺~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

険心配ごと相談

とき 9月 2日

9月10日

9月25日

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福 祉 事 務 所

惨行政相談

とき 9 月 21 日 9 時~12時

ところ 中央公民館

急、がれる時は電話で相談して

くださ¥，'0 ft⑫3794 (玉木)

砂社会保険相談

と き 9月19日 10日、子一16時

ところ 大沙IH商工会議所

但 当松山社会保険事務所

惨医師・栄養士による健康相談

と き 9月26日

13日寺一16時

ところ 大洲市保健センタ一

対象 的 歳 以 土 の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大川1ft

⑪ 6100)、 大洲福祉会

館(新谷E⑫0947)

住 民福祉に関し、生活

上の悩み、人権、交通

事故、その他何でも。

お

線
纏
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

お広報

健乳

豪幼
断 18 

Jし

実

施

日

該

当

者

9
月
3
日
(
火
)
昭
和
印
年
4
汀
生

9
月
日
日
(
火
)
昭
和
的
年
1
月
生

9
月
日
日
(
中
小
)
昭
和
田
年
2
月
生

9
月
口
日
(
火
)
昭
和
田
年
日
月
生

9
月
引
抗
日
(
火
)
昭
和
町
年
8
月
生

肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
加
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

~hpau』
入
匹
、
)

dvセ
J
W内
1
λ
h
h
u

戸、。

母

親

学

手設

初
め
て
妊
娠
さ
れ
た
お
母
さ
ん
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

昭和60年 9月 1日

日

程

(

金

催

日

)

9
月
日
日
妊
娠
中
の
保
健

9
月
U
U
妊
産
婦
の
栄
養

日
月
日
什
お
山
町
の
準
備
と
経
過

日
月
お

H

乳
幼
児
の
保
健

日
月
8
日
産
後
の
保
健

時

間

日

時

1
日
時
(
た
だ
し
、

9
月

幻
日
は
9
時
1
日
時
)

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

R
U

ハU
ハU
H
r

料場
金所

胃

が

ん

検

診

場

所

市
民
会
館

蔵
川
、
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー

9
月
6
日
(
金
)
大
川
連
絡
所

9
月
四
日
(
水
)
保
健
セ
ン
タ
ー

9
月
四
日
(
木
)
菅
旧
連
絡
所

9
月
初
日
(
金
)
菅
日
。

受
付
時
間

8
時
1
日
時

実

施

日

9
月
4
U
(
水

9
月
5
口
(
木

13時~16時

車ヰ
金

9
0
0
円

婦

人

が

ん

検

診

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

実

施

日

場

所

9
月
4
日
(
水
)
市
民
会
館

9
月
四
日
(
水
)
保
健
セ
ン
タ
ー

9
月
四
日
(
木
)
菅
田
連
絡
所

9
月
却
日
(
金
)
菅
田
ク

受
付
時
間
日
時
l
H
時

検
診
内
容
(
)
は
料
金

チ
宮
が
ん
検
診

(
7
0
0
円
)

乳
が
ん
険
診

(
2
0
0
円
)

結

核

}
}
検
診

循
環
器
)

実

施

日

9
月
4
日
(
水
)

9
月
ロ
H
(
木
)

9
月
日

H
(金
)

9
月
四
日
(
水
)

9
月
四
日
(
木
)

場

所

市
民
会
館

市
久
米
連
絡
所

南
久
米
ク

保
健
セ
ン
タ
ー

菅
田
連
絡
所

9
月
却
日
(
金
)
菅
田
連
絡
所

9
月
出
日
(
木
)
平
野
連
絡
所

9
月
幻
日
(
金
)
平
野

出
目
、
幻
日
に
は
、
脳
卒
中
検
診
も

行
わ
れ
ま
す
。

受
付
時
間

9
時
加
分
1
日
時

3
寺
1
4
手

ー
よ
口
μ
1
1
4
口
μ

無
料
で
す
。

華ヰ
金歯

科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

9
月
四
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

9
月
お
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

日
時
か
ら
で
す
。
相
談
希
望
の
方
は

前
も
っ
て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

E
@
3
1
6
5
 

体9 9 9 9 9 
月月月月月
29 22 15 8 1 
日日日日日

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

，'. '_、
τ !人]

9
月
日
日

9
月
お
日

大
宮抄u
(24) チ丙

どゴ手院

y- ~ 
I ~ 

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

伸、

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
へ
)

八
多
喜
町
原
田
哲
夫

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
・
粟
津

小
学
校
・
大
洲
東
中
学
校
へ
)

八
多
喜
町
大
野
良
一

金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
へ
)

八
多
喜
町
武
知
勝
頼

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
へ
)

中

村

保

積

清

子

金
一
封
(
寄
付
金
を
大
洲
幸
楽
園
へ
)

阿

蔵

二

宮

始

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

V

巡
回
交
通
事
故
相
談

9
月
白
日
日
時
l
M
時

市
役
所
第
一
会
議
室

後

記

読
書
の
秋
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
日
は
短
か
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、
本

を
読
む
に
は
い
い
季
節
で
す
。
活
字
嫌

い
の
人
も
、
ゆ
っ
く
り
と
本
を
読
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
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